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ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
北
西
部
の
ス
カ

イ
島
は
海
と
山
が
美
し
い
。沖
縄

島
ほ
ど
の
広
さ
で
、
人
口
は
一
万
、

夏
の
間
の
観
光
を
除
け
ば
漁
業
と

酪
農
が
中
心
の
貧
し
い
島
だ
。

　

こ
の
島
に
三
年
前
、
宿
泊
研
修
施
設

「
コ
ロ
ン
バ
一
四
〇
〇
」が
で
き
た
。
大
学

生
や
企
業
の
研
修
グ
ル
ー
プ
が
入
れ
替
わ

り
や
っ
て
来
る
が
、
そ
の
中
に
時
折
変

わ
っ
た
グ
ル
ー
プ
が
混
じ
る
。
見
る
か
ら

に
「
落
ち
こ
ぼ
れ
」
の
若
者
と
、
企
業
の

幹
部
の
組
み
合
わ
せ
だ
。
彼
ら
は
グ
ル
ー

プ
討
論
を
す
る
か
た
わ
ら
、
一
緒
に
ハ
イ

キ
ン
グ
や

カ
ッ
タ
ー
訓

練
を
し
た

り
、
手
工
芸

品
製
作
の
手

ほ
ど
き
を
受

け
た
り
し

て
、
人
間
と
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
八
日

間
寝
食
を
共
に
す
る
。

　

少
年
た
ち
は
こ
こ
か
ら
南
に
三
百
キ
ロ

離
れ
た
都
市
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
ス
ラ
ム
街

の
い
わ
ば
非
行
少
年
だ
。
四
五
才
以
下
の

失
業
率
が
四
二
％
、
中
学
卒
業
程
度
の
学

力
が
あ
る
の
は
全
体
の
一
一
％
と
い
う
町

に
育
っ
た
。
多
く
は
麻
薬
や
窃
盗
で
警
察

の
補
導
歴
ま
で
あ
る
。
一
方
大
人
の
方
は

企
業
の
重
役
や
人
材
育
成
担
当
の
幹
部

だ
。
少
年
た
ち
は
こ
こ
で
、
生
き
る
こ
と

の
意
味
、
社
会
参
加
の
重
要
性
、
働
く
と

い
う
こ
と
、
争
い
の
収
め
方
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
に
つ
い

て
生
ま
れ
て
初
め
て
真
剣
に
考
え
、
試
す

機
会
を
得
る
。
一
方
企
業
幹
部
は
一
番
難

し
い
世
代
の
、
一
番
の
問
題
児
に
接
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
人
を
育
て
る
こ
と
の
難

し
さ
や
意
味
を
体
験
す
る
。
こ
の
得
が
た

い
経
験
に
よ
っ
て
、
少
年
た
ち
は
人
生
に

希
望
を
見
出
し
、
大
人
た
ち
は
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
進
化
す
る
。

　

研
修
の
参
加
費
は
一
人
当
た
り
二
〇
万

円
、
多
く
の
場
合
企
業
か
ら
の
寄
付
と
人

材
提
供
、
そ
れ
に
公
的
機
関
な
ど
か
ら
の

委
託
で
賄
わ

れ
る
。つ
ま

り
独
立
採
算

の
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

型
企
業
」
な

の
だ
が
、
二

年
目
か
ら
採

算
に
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
。こ
れ
ま
で
グ
ラ

ス
ゴ
ー
か
ら
来
た
少
年
は
一
一
四
人
、
こ
の

う
ち
八
六
％
が
仕
事
を
得
た
と
い
う
。　

「
人
間
に
は
本
人
が
見
逃
し
て
い
る
素
晴

ら
し
い
潜
在
能
力
が
あ
る
」
と
い
う
の
が

「
コ
ロ
ン
バ
一
四
〇
〇
」
の
モ
ッ
ト
ー
だ
。

　

日
本
に
急
増
し
て
い
る
、
働
か
な
い
、

仕
事
を
探
さ
な
い
、
学
校
に
も
い
か
な

い
、
家
事
の
手
伝
い
も
し
な
い
「
無
業
者
」

を
救
う
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
企
業
の

「
自
分
の
問
題
」と
し
て
の
知
恵
と
努
力
が

望
ま
れ
る
。

2446号

雨
の
ゆ
り
園
（
宮
城
県
一
迫
町
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活 動

平
成
平
成
16
年
度
政
府
予
算
編
成
な
ど
で
要
望

年
度
政
府
予
算
編
成
な
ど
で
要
望 
平
成
16
年
度
政
府
予
算
編
成
な
ど
で
要
望 

　

全
国
町
村
会
（
会
長
・
山
本
文
男
福
岡
県
添
田
町
長
）
は
７
月
３

日
、
理
事
会
を
開
催
し
、「
平
成　

年
度
政
府
予
算
編
成
及
び
施
策
に

16

関
す
る
要
望
」、「
三
位
一
体
の
改
革
に
関
す
る
緊
急
要
請
」、「
地
球

温
暖
化
防
止
に
向
け
た
森
林
・
林
業
対
策
の
強
化
に
関
す
る
緊
急
要

望
」
を
決
定
し
た
。

　

会
議
終
了
後
、
役
員
が
自
由
民
主
党
や
関
係
省
庁
の
幹
部
に
面

談
、
こ
れ
ら
要
望
事
項
の
実
現
方
を
要
請
し
た
。

　
「
平
成　

年
度
政
府
予
算
編
成
及
び
施
策
に
関
す
る
要
望
」
は
、
政

16

府
、
国
会
に
対
し
、
地
方
分
権
の
推
進
や
町
村
財
政
基
盤
の
強
化
、

保
健
福
祉
対
策
、
農
林
漁
業
対
策
な
ど
、
現
下
の
町
村
が
直
面
し
て

い
る
重
要
政
策
課
題
の
解
決
を
図
る
た
め
の
施
策
を
明
年
度
政
府
予

算
編
成
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
三
位
一
体
の
改
革
に
関
す
る
緊
急
要
請
」
は
、
政
府
の
「
経
済

財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
２
０
０
３
」（
骨
太
方
針

第
３
弾
）
が
策
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
人
口
が
少
な
く
、
課
税
客

体
が
乏
し
い
町
村
の
実
情
を
踏
ま
え
、
税
源
移
譲
等
に
よ
る
代
替
措

置
と
、
地
方
交
付
税
の
財
政
調
整
・
財
源
保
障
機
能
の
充
実
強
化
を

求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
森
林
・
林
業
対
策
の
強
化
に

関
す
る
緊
急
要
望
」
は
森
林
吸
収
源
対
策
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め

の
予
算
の
重
点
配
分
と
森
林
・
林
業
を
担
う
町
村
の
実
情
に
鑑
み
、

町
村
の
財
源
負
担
の
軽
減
措
置
と
安
定
的
な
税
財
源
の
確
保
を
要
請

す
る
も
の
で
あ
る
。

全国町村会

７月３日に開催した理事会で要望を決定
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活 動

▽

自
民
党
・
山
�
幹
事
長
（
中
央
）

と
全
国
町
村
会
・
山
本
会
長
（
左
）、

児
玉
副
会
長
（
右
） 

▽

自
民
党
・
麻
生
政
調
会
長
（
中
央
）

と
全
国
町
村
会
・
山
本
会
長
（
左
）、

児
玉
副
会
長
（
右
） 

▽

自
民
党
・
太
田
行
政
改
革
推
進
本

部
長
（
左
奥
）、
塩
崎
財
務
金
融
部
会

長
（
右
）
と
全
国
町
村
会
・
山
本
会

長
（
左
）、
児
玉
副
会
長
（
左
か
ら

３
人
目
）、
谷
合
事
務
総
長
（
右
か
ら

２
人
目
） 

役員が自民党、関係省庁に実行運動を展開
平成16年度政府予算編成及び施策に関する要望

三 位 一 体 の 改 革 に 関 す る 緊 急 要 請

地球温暖化防止に向けた森林・林業対策の強化に関する緊急要望
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活 動
▽

総
務
省
・
片
山
大
臣
（
左
奥
）
と

全
国
町
村
会
・
松
本
常
任
理
事（
左
）、

唐
沢
常
任
理
事
（
右
）、
針
ヶ
谷
常
任

理
事
（
右
か
ら
２
番
目
） 

▽

国
土
交
通
省
・
青
木
事
務
次
官（
中

央
）
と
全
国
町
村
会
・
松
本
常
任
理

事
（
左
）、
唐
沢
常
任
理
事
（
右
） 

　

こ
の
度
、「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改

革
に
関
す
る
基
本
方
針
２
０
０
３
」
が
策

定
さ
れ
た
が
、
今
後
、
こ
の
基
本
方
針
の

下
で
三
位
一
体
の
改
革
を
推
進
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
人
口
が
少
な
く
、
課
税
客
体
が

乏
し
い
と
い
う
町
村
の
実
情
を
十
分
考
慮

さ
れ
、
下
記
事
項
に
留
意
の
上
、
そ
の
具

体
化
を
図
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
。

記

１
、
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
・
縮
減
に

あ
た
っ
て
は
、
必
要
と
さ
れ
る
事
務
事
業

で
あ
る
限
り
、
単
に
国
の
負
担
軽
減
に
止

ま
り
、
地
方
へ
の
負
担
転
嫁
を
も
た
ら
す

こ
と
の
な
い
よ
う
、
税
源
移
譲
等
に
よ
る

代
替
措
置
を
必
ず
講
じ
る
こ
と
。

２
、
税
源
移
譲
が
行
わ
れ
て
も
、
税
源
そ

の
も
の
が
乏
し
い
町
村
に
は
、
そ
の
効
果

が
十
分
及
ば
な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
税
源
が
偏
在
す
る
こ
と
に

よ
る
地
方
公
共
団
体
間
の
財
政
力
格
差
の

是
正
と
必
要
な
行
政
水
準
の
維
持
・
確
保

を
図
る
た
め
に
、
地
方
交
付
税
の
も
つ
財

源
調
整
・
財
源
保
障
機
能
の
充
実
強
化
を

図
る
こ
と
。 

　

我
が
国
の
森
林
・
林
業
を
巡
る
状
況
が

木
材
価
格
の
低
迷
等
一
段
と
厳
し
さ
を
増

す
中
で
、
森
林
の
有
す
る
多
面
的
・
公
益

的
機
能
の
発
揮
に
対
す
る
国
民
の
期
待
は

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
お
り
、
と
り
わ
け
、

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
京
都
議
定
書

で
定
め
ら
れ
た
二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

の
目
標
達
成
の
た
め
に
も
、
森
林
の
適
正

な
管
理
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

特
に
、
京
都
議
定
書
の
目
標
達
成
の
た

め
の
森
林
吸
収
源
対
策
は
、
わ
が
国
の
地

球
環
境
保
全
に
向
け
た
国
際
公
約
の
履
行

に
直
接
貢
献
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
地
域

の
環
境
保
全
を
図
り
つ
つ
雇
用
を
創
出
す

る
な
ど
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
大
き

く
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

国
に
お
い
て
は
、
先
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す

る
基
本
方
針
２
０
０
３
」
に
お
い
て
、「
循

環
型
社
会
の
構
築
・
地
球
環
境
問
題
へ
の

対
応
」
を
重
点
４
分
野
の
一
つ
と
し
て
掲

げ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
森

林
・
林
業
対
策
の
重
要
性
に
鑑
み
、
特
に

下
記
事
項
に
つ
い
て
実
現
さ
れ
る
よ
う
、

強
く
要
望
す
る
。　

記

１
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
森
林
吸

収
源
対
策
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
平

成　

年
度
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
、
森

１６
林
・
林
業
対
策
に
対
す
る
重
点
的
な
予
算

配
分
を
行
う
こ
と
。

　

ま
た
、
森
林
・
林
業
対
策
の
推
進
に
当

た
っ
て
は
、
こ
れ
に
伴
う
町
村
の
財
政
負

担
の　

軽
減
を
図
る
た
め
、
特
段
の
措
置

を
講
じ
る
こ
と
。

２
、
森
林
・
林
業
と
こ
れ
を
担
う
地
域
の

実
情
に
鑑
み
、
将
来
に
わ
た
る
関
連
対
策

の
強
力
な
推
進
に
向
け
安
定
的
な
税
財
源

の
確
保
を
は
か
る
こ
と
。

三
位
一
体
の
改
革
に
関
す
る
緊
急
要
請

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
森
林
・
林
業
対
策
に
関
す
る
緊
急
要
望
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活 動

▽

厚
生
労
働
省
・
大
塚
厚
生
労
働
審

議
官
（
左
）
と
全
国
町
村
会
・
野
中

常
任
理
事
（
左
か
ら
２
人
目
）、
青
木

常
任
理
事
（
右
） 

▽

厚
生
労
働
省
・
中
村
老
健
局
長（
左

奥
）、
堤
審
議
官
（
左
手
前
）
と
全

国
町
村
会
・
野
中
常
任
理
事（
右
奥
）、

青
木
常
任
理
事
（
右
手
前
） 

1　
地
方
分
権
の
推
進

　

地
方
分
権
型
社
会
の
本
格
的
な
構
築
が

求
め
ら
れ
て
い
る
今
日
、
住
民
が
誇
り
と

将
来
の
展
望
を
持
て
る
個
性
と
活
力
あ
る

地
域
社
会
を
つ
く
る
こ
と
は
、
地
方
自
治

体
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
使
命
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
は
地
方
分
権
の
一
層
の
推

進
に
向
け
、
次
の
事
項
を
実
現
さ
れ
た

い
。

１　
地
方
税
・
地
方
交
付
税
等
地
方
一
般
財

源
を
確
保
す
る
な
ど
、
必
要
な
財
政
措
置

を
的
確
に
講
じ
る
こ
と
。

２　
今
後
、
一
層
の
事
務
・
権
限
の
移
譲
を

推
進
す
る
こ
と
。

　

特
に
、
農
地
転
用
、
農
業
振
興
地
域
の

指
定
、
保
安
林
の
指
定
解
除
等
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
土
地
利
用
規
制
の
権
限
に
つ

い
て
は
、
地
域
の
実
情
に
精
通
し
て
い
る

自
治
体
の
判
断
に
委
ね
る
こ
と
が
合
理
的

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
移
譲
の
推
進
を
は
か

ら
れ
た
い
。

３　
市
町
村
合
併
を
い
か
な
る
形
で
あ
れ

強
制
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
留
意
す

る
こ
と
。

　

な
お
、
市
町
村
合
併
の
強
制
を
意
図
し

た
地
方
交
付
税
算
定
の
見
直
し
は
絶
対
に

行
わ
な
い
こ
と
。

2　
町
村
財
政
基
盤
の
強
化

　

町
村
は
、
自
主
税
源
が
乏
し
い
中
、
地

方
分
権
の
進
展
を
踏
ま
え
、
介
護
保
険
の

実
施
な
ど
少
子
・
高
齢
社
会
へ
の
対
応
、

社
会
福
祉
施
設
等
の
充
実
、
相
対
的
に
立

ち
遅
れ
て
い
る
生
活
関
連
施
設
の
整
備
、

資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
等
の
環
境
施
策

の
推
進
等
、
厳
し
い
条
件
の
下
、
自
ら
も

積
極
的
に
町
村
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
町
村
は
、
農

林
水
産
業
の
振
興
等
、
自
主
的
・
主
体
的

な
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
各
般
の
政
策
課

題
を
着
実
に
推
進
す
る
大
き
な
役
割
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。　

よ
っ
て
、
国
は
町
村

財
政
基
盤
を
強
化
す
る
た
め
、
次
の
事
項

を
実
現
さ
れ
た
い
。

１　
地
方
分
権
の
一
層
の
推
進
に
向
け
て
、

地
方
税
・
地
方
交
付
税
等
の
地
方
一
般
財

源
を
確
保
す
る
な
ど
的
確
な
措
置
を
講
じ

る
こ
と
。

２　
地
方
交
付
税
制
度
の
充
実
強
化

�　
地
方
財
政
が
引
き
続
き
、
大
幅
な
財

源
不
足
が
見
込
ま
れ
、
地
方
交
付
税
法
第

６
条
の
３
第
２
項
に
該
当
す
る
事
態
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
平
成　

年
度
以
降
も
財
政

１６

運
営
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
、
万
全

を
期
す
こ
と
。

�　
税
源
偏
在
と
い
う
現
実
を
踏
ま
え
、

地
方
交
付
税
の
も
つ
財
政
調
整
機
能
及
び

財
源
保
障
機
能
を
絶
対
堅
持
す
る
こ
と
。

　

ま
た
、
町
村
が
人
口
割
合
に
比
べ
て
広

い
面
積
を
有
し
、
国
土
保
全
、
地
球
温
暖

化
防
止
等
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
こ
と
を
考
慮
し
、
面
積
要
素
を
加
味
す

る
な
ど
人
口
を
中
心
と
し
た
配
分
基
準
を

是
正
す
る
こ
と
。

�　
町
村
が
安
定
し
た
財
政
運
営
が
で
き

る
よ
う
、
地
方
交
付
税
所
要
額
を
確
保
す

る
こ
と
。

　

ま
た
、
地
方
交
付
税
は
地
方
固
有
の
財

源
で
あ
る
の
で
、
そ
の
制
度
の
あ
り
方
に

平
成

年
度
政
府
予
算
編
成
及
び
施
策
に
関
す
る
要
望
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活 動
▽

農
林
水
産
省
・
北
村
副
大
臣
（
中

央
）
と
全
国
町
村
会
・
服
部
常
任
理

事
（
左
奥
）、
鹿
野
常
任
理
事
（
右

奥
）、
竹
田
常
任
理
事
（
右
） 

▽

農
林
水
産
省
・
熊
谷
政
務
官
（
右
）

と
全
国
町
村
会
・
鹿
野
常
任
理
事（
右

か
ら
２
人
目
）、
竹
田
常
任
理
事
（
左

か
ら
２
人
目
）、
服
部
常
任
理
事

（
左
）

つ
い
て
検
討
す
る
場
合
は
、
町
村
の
意
見

を
十
分
踏
ま
え
る
こ
と
。

　

特
に
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
働
き
に

く
い
町
村
の
行
財
政
運
営
に
支
障
を
き
た

す
こ
と
の
な
い
よ
う
配
意
す
る
こ
と
。

　

な
お
、
段
階
補
正
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

以
上
の
縮
減
は
行
わ
な
い
こ
と
。

�　
今
後
の
市
町
村
分
に
係
る
留
保
財
源

率
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
町
村
財
政
の

現
況
と
課
税
客
体
に
乏
し
く
か
つ
人
口
の

少
な
い
町
村
の
実
情
を
十
分
考
慮
す
る
こ

と
。�　

地
方
交
付
税
が
地
方
の
固
有
財
源
で

あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
に
も
、
国

の
一
般
会
計
を
経
由
せ
ず
、
交
付
税
特
別

会
計
に
直
接
繰
り
入
れ
る
こ
と
。

�　
町
村
の
公
債
費
負
担
が
増
嵩
し
て
い

る
こ
と
に
鑑
み
、
元
利
償
還
金
に
対
す
る

地
方
交
付
税
算
入
率
の
引
き
上
げ
及
び
対

象
事
業
の
拡
大
を
は
か
る
こ
と
。

３　
低
水
準
に
あ
る
町
村
の
重
点
的
、
計

画
的
な
社
会
資
本
整
備
の
た
め
の
公
共
投

資
に
つ
い
て
は
、
国
庫
補
助
事
業
及
び
地

方
単
独
事
業
に
か
か
る
地
方
負
担
所
要
財

源
を
十
分
確
保
す
る
こ
と
。

４　
町
村
税
源
の
充
実
強
化

�　
地
方
税
は
、
地
方
分
権
を
実
質
的
に

担
保
す
る
、
地
方
自
治
の
基
礎
を
支
え
る

も
の
で
あ
り
、
地
方
の
歳
出
規
模
と
地
方

税
収
入
の
大
幅
な
乖
離
を
縮
小
す
る
た
め

に
も
、
所
得
税
か
ら
住
民
税
へ
の
税
源
移

譲
や
地
方
消
費
税
の
拡
充
な
ど
に
よ
り
、

租
税
総
額
に
占
め
る
地
方
税
の
ウ
エ
イ
ト

を
高
め
、
町
村
税
源
の
充
実
強
化
を
は
か

る
こ
と
。

　

ま
た
、
町
村
は
人
口
、
従
業
員
数
と
も

に
少
な
く
、
税
源
移
譲
の
効
果
が
十
分
に

及
ば
な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
具

体
的
な
税
源
移
譲
の
検
討
に
あ
た
っ
て

は
、
町
村
の
実
情
を
考
慮
し
、
配
分
基
準

の
見
直
し
等
に
つ
い
て
も
、
併
せ
て
検
討

す
る
こ
と
。

　

な
お
、い
わ
ゆ
る
環
境
税
制
を
導
入
す

る
際
に
は
、環
境
対
策
に
か
か
る
町
村
の
財

政
負
担
を
勘
案
し
、地
方
税
と
す
る
こ
と
。

�　
個
人
住
民
税
は
、
町
村
に
お
け
る
、

負
担
分
任
を
基
調
と
し
た
基
幹
的
な
税
目

で
あ
る
の
で
、
安
定
的
に
そ
の
充
実
が
は

か
ら
れ
る
よ
う
措
置
す
る
こ
と
。

�　
個
人
住
民
税
の
均
等
割
に
つ
い
て

は
、
過
大
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
に
配

慮
し
つ
つ
、
税
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
。

　

ま
た
、
人
口
段
階
別
の
税
率
区
分
を
見

直
す
こ
と
。

　

な
お
、生
計
同
一
の
妻
に
対
す
る
非
課
税

措
置
に
つ
い
て
、見
直
し
を
は
か
る
こ
と
。

�　
固
定
資
産
税
は
、
収
入
の
普
遍
性
・

安
定
性
に
富
む
、
町
村
財
政
に
お
け
る
基

幹
税
目
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
安
定
的

確
保
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
、
特
に
配
慮
を

行
う
こ
と
。

�　
地
方
法
人
課
税
に
関
し
て
は
、
町
村

に
と
っ
て
重
要
な
税
源
で
あ
る
の
で
、
法

人
住
民
税
総
額
に
つ
い
て
こ
れ
を
確
保
す

る
こ
と
。

　

ま
た
、
分
割
法
人
の
法
人
住
民
税
に
つ

い
て
、
課
税
標
準
に
か
か
る
分
割
基
準
に

事
務
所
又
は
事
業
所
の
固
定
資
産
を
加
え

る
等
の
措
置
に
よ
り
、
配
分
割
合
の
適
正

化
を
は
か
る
こ
と
。

�　
道
路
特
定
財
源
に
つ
い
て
は
、
遅
れ

て
い
る
町
村
道
の
整
備
を
促
進
す
る
た

め
、
所
要
財
源
の
確
保
を
は
か
る
こ
と
。

�　
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
は
、道
路
整
備
、環




